
受験シーズンまっただ中。2月23日、24日の薬剤師国家試験の翌
日が国公立大学の2次試験です。医学部人気は変わりなく、4年制
時代に隆盛を誇った薬学部の人気は低迷中です。

「THE 世界大学ランキング2019」で、日本の大学が100位以内
にランクインしたのは、42位の東京大学と65位の京都大学の2校だ
けでした。先進国としては、もう少し上位にランクインしてほしかっ
たというのが感想です。ちなみに1位はオックスフォード大学（英国）。
これに、ケンブリッジ大学（同）、スタンフォード大学（米国）が続きま
した。

日本は詰め込み型の教育だといわれてきました。その代償として
柔軟さや考える能力が低下したのではないでしょうか。薬剤師国家
試験でも「考えさせる問題」という一つの命題が問われています。
この多様化の時代を生き抜くためには、これらの能力が必要になっ
てくると思います。

私自身も最近、固定観念を打破しようと意識し始めました。新し
い価値の創造をしようと思っています。なぜなら、今まで経験したこ
とのない「人生100年時代」が来るからです。そして人口が減って
くる時代に突入したからです。

変わらない価値観と変わっていく価値観 ――。「時代を読もうと考
える」ことは人類の命題だと思います。
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